
 

令和4年7月27日

令和４年度　第１回食育推進会議
参考資料

第３次佐世保市食育推進計画【平成 28年度～（平成 33年度）令和３年度】目標値及び実績値 

基本目標  推進項目 
担当課 

（第３次佐世保市食育推

進計画実施プラン参照） 

現状値 

平成 27 年度 

目標値 
平成 33 年度 

(令和３年度) 

調査 

結果 

令和２ 

年度 

※ 

１．「食育」の関心について 

「食育」の取り組みを行っている人の増加 全課 59.6% 70.0% 54.7% × 

２．朝食の欠食について（欠食する市民の割合の減少）※数値はほとんど食べない人 

未就学児 

子ども保健課・ 

子ども育成課・ 

幼児教育センター・ 

健康づくり課・ 

人権男女共同参画課 

0.1% 0% 0.1% △ 

小学２年生 
教育委員会・健康づくり課・ 

人権男女共同参画課 

2.2% 0% 2.3% × 

小学５年生 1.7% 0% 2.0% × 

中学２年生 1.8% 0% 0.6% △ 

成人 

健康づくり課・医療保険課・

長寿社会課・ 

人権男女共同参画課・ 

社会教育課 

5.3% 2.0% 7.2% × 

３．栄養バランスに配慮した食生活を実践する市民を増やす 

主食・主菜・副菜を組み合

わせた食事を１日２回以上

ほぼ毎日食べている市民

の割合 

成人 

子ども保健課・ 

幼児教育センター・ 

医療保険課・健康づくり課・

長寿社会課 

45.6% 58.0% 44.9% × 

若い世代 

（20～30 歳代） 

子ども保健課・ 

幼児教育センター・ 

医療保険課・健康づくり課 

35.6% 43.0% 32.3% × 

４．生活習慣病の予防や改善のために普段から食生活に気をつけ、実践する市民を増やす 

生活習慣病の予防や改善のために、普

段から適正体重の維持や減塩に気をつ

けた食生活を実践する市民の割合 

医療保険課・健康づくり課 77.9% 82.0% 68.6% × 

５．噛ミング 30 の推進について（ゆっくりよく噛んで食べる市民の割合の増加） 

ゆっくりよく噛んで食べる

市民の割合の増加 

未就学児 
子ども保健課・ 
幼児教育センター 73.0% 80.0% 70.1% × 

小学２年生 

教育委員会 

83.1% 90.0% 84.3% △ 

小学５年生 72.4% 80.0% 68.4% × 

中学２年生 51.0% 60.0% 65.0% ◎ 

成人 医療保険課・健康づくり課 66.5% 70.0% 67.1% △ 

※平成 27年度の現状値と令和２年度調査結果の単純比較の結果 

◎目標値を達成したもの 

△前回の調査結果より改善したが目標値を達成していないもの（横ばいの結果も含む） 

×前回の調査結果よりも改善しなかったもの 
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基本目標  推進項目 
担当課 

（第３次佐世保市食育推

進計画実施プラン参照） 

現状値 

平成 27 年度 

目標値 
平成 33 年度 

(令和３年度) 

調査 

結果 

令和２ 

年度 

※ 

６．家族そろっての食事の機会向上について 

１週間のうち家族そろって食事する日が 

３日以上ある市民の割合の増加 

子ども保健課・ 

子ども育成課・ 

教育委員会・健康づくり課・

医療保険課・長寿社会課 

79.1% 90.0% 78.6% × 

７．学校給食について 

地場産物を使用する割合の増加 

（重量比） 
教育委員会・学校保健課 54.1% 55.0% 50.6% × 

８．食育の推進にかかわるボランティアについて 

食育の推進にかかわるボランティア団体

において活動している人数の増加 

幼児教育センター・ 

健康づくり課・社会教育課 
1,030 人 1,200 人 964 人 × 

９．地産地消の推進及び生産者との交流促進について 

主要直売所利用者数 
水産課・ 

卸売市場管理事務所・ 

農業畜産課・健康づくり課 

（誤）557,963円 

（正）546,204人 
550,000 人 

489,499

人 

令和元年度  

× 

農業体験者数の増加 
農業畜産課・水産課・ 

観光課・健康づくり課 

742 人 

平成 26 年度 
750 人 

814 人 

令和元年度 
◎ 

漁業体験者数の増加 
1,623 人 

平成 26 年度 
8,000 人 

935 人 

令和元年度 
× 

10．食文化の継承について（正しい箸の持ち方ができる子どもの増加） 

小学２年生 

教育委員会・健康づくり課 

66.5% 70.0% 68.4% △ 

小学５年生 71.1% 80.0% 71.8% △ 

中学２年生 80.0% 90.0% 82.4% △ 

11．食品ロス削減のために何らかの行動をしている市民を増やす 

食べ物の買いすぎや料理を作りすぎない

ようにする 

廃棄物減量推進課・ 

健康づくり課 
19.5% 23.0% 34.4% ◎ 

12．食品の安全性に関する基礎的な知識を持ち、自ら判断する市民の割合の増加 

食品表示を確認する市民の割合の増加 

幼児教育センター・ 

健康づくり課・生活衛生課・ 

食肉衛生検査所・ 

農業畜産課・社会教育課 

69.3% 80.0% 93.7% ◎ 

※平成 27年度の現状値と令和２年度調査結果の単純比較の結果 
◎目標値を達成したもの 
△前回の調査結果より改善したが目標値を達成していないもの（横ばいの結果も含む） 
×前回の調査結果よりも改善しなかったもの 


